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涕、汊 化 夂 の 备 田 た ん 、 州j l c A J k 已 s t u j ^  I てっいて .

谷 ffi m d u ' n x の怒といラ事で、f が、、、今クーボめ話 K めきめて、' 、私呋 Z、、はタ - ホ:U B f 斗 I

り使用していし 荒ろ丨グ主で补笮/ : よいパ' '  イ;T ンボンブと平行ド使ラ上オイ，レ 

のヘリパ' タい欠方、於'乃）。 才イ )レ仍确、給 は / ゲ月r 、/ 0 叻夢て、、あ 5 め r 、こ於力、 

y  i t  Ot I め夕 一ノブく'ハ' 'よい七思' ラ。 ライナツ7 a 三羨丨てべ、ンチ、ャラで，口ひ、い 

p\\ 3 沒 a w 、完成してよリダ年極て切期紋障外、虫っくして安定 / て動いz いき o 又 

、汉 i f のね》よ 7 び外め f f S を定期的 r 、交放芩ド /1、，あき趕度严オ止么来3 のてつ3 プハ、 

句、 しかし、あ :̂ウ安定厂勠く仑ユーr 一/こ慶史でn て、褒f W 犄技/ m 于菀す 

う 埒 閉 扒 'び く ® う 面 K あ 夂  

派 f f l 久狄財n 昨年板音しr、綠ド紋禮绫/ア年後過けて規啟、よく動j 、、ハ 、）• 今

耳 夢 月 よ y 磺 / L a て、(て フ ぃ て は 、

/) R F d H v ひの微 ^ ,言の玟? ^ 、、、乙0

幻 真 空 毛 ^  z B

3 )排淞ポンプめ故牌でプー!T V ト童扒'水(べっか）

そ の 化 長 期 的 な 砍 r章 “ ぐ 乘 狂 ぐ 日 / 通 動 い て い 》， し炉し、を い 被 僮 r . わ1 r 、め 

、いぅ i 、金 ft议 邊 が '/x}鲁 / v めて、計 画 し z  \、、• 皆缂丨こ質問 i  r てい<hで す於、規狂 
获 置 め 姆 匕 性 能 / } 条 ち てい / m 方p 遠管舟力ぐ見く u ってれ、) 、 い マ ネ r 細 r ?  

う々、V 又 、 Bドeak d o M n  J  3̂ b  ^  r ビろう i)ヽ '

浦 '5尺 紹 遠 管 は 何 年 使 用 て で J 右、と め ：：と r す力、、 b っ右ヽし1 、ヽ立為又狡Pfめ扒' ：b ド广一、 

■命 k す ;P W れ い の m  W いて '’ しょう力、，

: Proton U / V A G  I こ っ い て 物 を 作 う G あ 厂 い て の ブ ソ ン シ フ 。ノレを述べ、 

う、 主 ド i l 当 し て い う の ロ 翁 源 r す :A '、' 紋 碑 め 嚴 い 牧 を 作 j しと / ; t 會 う ま r もな、 

い < 、政 博 の 匕 ？ 早 く 発 見 で 、3 、 玟 /尊 め くはらすぶ人、よ う な P w t & c t i o ル

-87-



が''あ う こ と ， + ェ ッ フ 汲 を 敍 丨 す チ ェ ッ フ を ヤ ！/ や 芍 ぐ す 多 こ と 、又 ' 越 、翁 を  

し 彳 す 〈 ュ - ッ卜ィ匕し、使 用 新 & は 入 手 し ャ す ぃ 娥 h 吏 罔 す き 。 n お' > ャレタ 

こ t i l I ひ' い • h n l  of ( m e  Cl 1'ドドいU ビ备艾牌めも匕( z U j  ■ 伽、あき 。

竦 3尺 山 4 *  j ん に 姻 打 で . 可右、.

み 參 今 、妙 佟 r 開忘体茉で、す . m % rM して1 3 ぃっも紋打 / : 魚理代、あ） ' r 、之r 折し

i  f o 真 を /ては、イオンボンフ ' ソ -プ シ ヨ グ /ナ、。ンブを市ぃてぃ $

。 含 /ブ良 F 怒で、若 穷 していs棟で、山力H 故氣/Lfししていう外、、そこ  

叭 ' 卜 之 f ' 不 良 「 な フ て い 会 。

攀 又 猗 • 、、、來让しm 最绫 / こ、tケ勝光生間会をお願ぃしま号，

捕 3 日闇营橡辦名穷棟で ' けて。 お礼を f し上げ、ミ I 。 日本め L I M A C を廣望 p ヒ 

、ノ\ ィライト戍產科め L I  m e て、、あ !； ' 0 本立化 0 雨/1}來仡ですパ '、 L i M A C K / f  L 

て I猶 で 、̂ v n x 七參げば L _ C r て当3 仗淡 d 今回の意砰 Iょz r ^ t 丁ち 

麻U もので、、奶面在拉洚ヒして、同廣 / て/*m ん 。 新しい L _ C  (一、ついては、 

P b t o n  f a c t o Y ^ ぞ成在霞游辦で、碧々建絞デの亵堡 Iて、我、々 は文ぃ，:期 待 しておリせ 

す 。 又、析覌訂画て '  蒙此文、日人力、ら話が:'土ていゴすパ、、あぃ广ィユ t て行さ 

rニいとだ、ぃます - 來 》 代' の L I W M  { こ間して/ 1 、/島尿光生の汶参Jハ'、重大广ピと思、ぃ 

i すので、樹自重商 ? ますよ7  F 。 そ於め、b  ' 各絶の L I N A C で.色ゲのエ天で议造 

を抛えられまして ' 段々腺軔 _ か、'上爷して ' L I I V A C / J i l释秀パス /ふ要との鼻えXA、、定 

羞 夺 & と困リますの r 、跨々疚摩す 3 よラ ' 又 、っざ/ J ざを人ぃ r 、やぅよう / こ、 こ 

f M i 、硬 f土、者 刀 化 , I エネ，レぞ- 化 K 今 / 3 T リで，可れ' '、f 於耐で，/ 3 、a マへ 

コンを使用：!  i t てをリ、マイ ] ンU 画相P勺U、もの匕だ' い主す。 もレ、方うた、A ' v  

の人^ ^ ドまし f てら. インベ - ダゲ一a をザられれらよぐ ;M 、m 紅 、 

々被の公め i里雪で，f  K 、この会は何 'も次め “ いのK 、主官で、、L I W A C の運軾存の突務 

( て老フZ い 5 人々谈 、年 / 回窠ぅこど /-、意、義) \、U そうで、すザ、通信賣寒 A 寒ぃと 

B ! ; 彳すの r \ 辜務局を量く z t  p\'、昨 日 ' 一致て''玫まク、 / 年間，よ&宁ごん

ドー铢す》て匕ドu m t u 会食卩通琅食をう j h 让わう藥Iていてぃrてげさ代い 

o ひ' わ' 、次期の _ t / ? 、次期責作洛ド - 仕しすてぃ匕思' ぃき弓， p —  方 )レ色をi ;  

して下でい . 最 泼 (一、' 不会のおせ話を下 :^ ぃ m  ) i| i& 尤生を /よし、、め危矸め臂 

皆# と闽田ごんを a し、、め三菱め方々 /-、拍今をムスって街兑甲し上げ 'ま f


